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本
稿
は
、
次
世
代
に
お
け
る
鉄
道
事
業
者

の
役
割
を
「
共
創
環
境
の
構
築
」
と
い
う
視

点
か
ら
考
察
す
る
。
２
０
２
６
年
に
始
動
し

た
新
生
「
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
」
が
推
進
す
る
ま

ち
づ
く
り
を
事
例
と
し
、
都
心
部
で
醸
成
さ

れ
た
熱
量
が
沿
線
全
体
へ
と
波
及
す
る
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
通
じ
、
歴
史
の
連
続
性
と
社
会

実
験
が
融
合
し
た
新
た
な
都
市
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
雛
形
を
示
す
。

は
じ
め
に

２
０
２
６
年
４
月
、
日
本
の
純
民
間
資
本

の
鉄
道
会
社
と
し
て
最
も
古
い
歴
史
を
持
つ

南
海
電
気
鉄
道
は
、
南
海
電
気
鉄
道
株
式
会

社
と
株
式
会
社
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
に
分
社
化
し

て
、
新
生
「
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
」
と
し
て
始
動

し
た
。
こ
れ
は
単
な
る
組
織
再
編
で
は
な

く
、
鉄
道
イ
ン
フ
ラ
を
中
核
と
し
な
が
ら
次

世
代
の
ま
ち
づ
く
り
を
牽
引
す
る
た
め
の
布

石
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
新
生
「
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ

Ａ
Ｉ
」
が
展
開
す
る
「
共
創
環
境
を
通
じ
た

ま
ち
づ
く
り
」
を
事
例
に
、
都
心
の
熱
量
が

い
か
に
沿
線
へ
波
及
し
、
豊
か
な
都
市
文
化

を
育
む
の
か
を
考
察
す
る
。

第
１
章 「
グ
レ
ー
タ
ー
な
ん
ば
」へ
の
軌
跡

南
海
電
鉄
の
歴
史
は
、
１
８
８
５
（
明
治

18
）
年
の
阪は

ん

堺か
い

鉄
道
開
業
に
遡
る
。
以
来
、

難
波
を
起
点
と
し
て
大
阪
の
発
展
と
と
も
に

歩
ん
で
き
た
。
そ
の
軌
跡
は
単
な
る
交
通
網

の
形
成
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
明
治
期
に
お
け

る
浜
寺
公
園
駅
等
の
別
荘
地
や
行
楽
地
開
発

を
は
じ
め
、
沿
線
に
住
ま
い
と
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ン
メ
ン
ト
空
間
を
創
出
し
、
新
し
い
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案
し
て
き
た
「
沿
線
開
発

の
パ
イ
オ
ニ
ア
」
と
し
て
の
歴
史
で
あ
る
。

ま
た
、
１
９
３
２
（
昭
和
７
）
年
に
は
現
代

大
阪
の
都
市
軸
と
な
る
御
堂
筋
や
地
下
鉄

の
整
備
に
先
駆
け
て
南
海
ビ
ル
を
建
設
し
、

タ
ー
ミ
ナ
ル
シ
テ
ィ
・
な
ん
ば
の
ま
ち
づ
く

り
に
い
ち
早
く
着
手
し
た
。

以
降
、
大
阪
球
場
（
現
在
の
な
ん
ば
パ
ー

ク
ス
）
や
な
ん
ば
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
の
開
業
な
ど
を

通
じ
て
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
商
業

空
間
を
拡
張
し
、
街
の
魅
力
と
熱
量
を
高
め

続
け
て
き
た
。
な
ん
ば
は
、
古
く
か
ら
大
衆

文
化
や
商
業
が
息
づ
く
混
沌
と
し
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
（
カ
オ
ス
）
に
満
ち
た
街
で
あ
る
。
新

生
「
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
」
は
、
こ
の
「
な
ん

ば
」
と
い
う
拠
点
を
、
単
な
る
交
通
の
結
節

点
や
商
業
の
集
積
地
と
し
て
捉
え
る
の
で
は

な
く
、
文
化
開
発
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と

し
て
再
定
義
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

２
０
２
３
年
に
策
定
さ
れ
た
「
グ
レ
ー

タ
ー
な
ん
ば
ビ
ジ
ョ
ン
（EN

TAM
E

‒

D
IV

ER

‒CITY

）」
は
、
こ
の
歴
史
的
文

脈
の
上
に
立
脚
し
て
い
る
。
な
ん
ば
駅
周
辺

の
「
点
」
の
開
発
に
と
ど
ま
ら
ず
、
２
０
２

３
年
に
整
備
さ
れ
た
な
ん
ば
広
場
を
中
心
に

周
辺
エ
リ
ア
（
新
世
界
、
日
本
橋
、
道
頓

堀
、
新
今
宮
な
ど
）
を
巻
き
込
ん
だ
「
面
」

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
へ
と
向
か
う
。
明
治
期

か
ら
続
く
沿
線
開
発
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
、
タ
ー
ミ

ナ
ル
開
発
で
培
っ
た
熱
量
が
、
今
ま
さ
に
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ネ
ル
ギ
ー
の
変
換
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
抽
出
す

る
。
そ
し
て
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
に
よ
っ
て
、

未
来
の
市
民
や
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
自
律
的
に

交
流
し
、
新
た
な
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
や
共
創

が
生
ま
れ
る
「
現
代
の
汀
」
と
し
て
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
、
都
市
の
余
白
に
再
実

装
し
て
い
く
の
で
あ
る
（
※
２
）。

３
．
デ
ザ
イ
ン
論
の
視
座
：
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ

ン
・
デ
ザ
イ
ン
と
価
値
共
創
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム

デ
ザ
イ
ン
論
、
と
り
わ
け
複
雑
な
社
会
課

題
に
対
し
て
長
期
的
な
移
行
（
ト
ラ
ン
ジ

シ
ョ
ン
）
を
設
計
す
る
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
・

デ
ザ
イ
ン
の
観
点
に
お
い
て
、
ま
ち
づ
く
り

は
物
理
的
な
ハ
コ
モ
ノ
の
建
設
か
ら
「
関
係

性
の
デ
ザ
イ
ン
」
へ
と
移
行
し
て
い
る
。
Ｎ

Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
の
分
社
化
と
新
生
に
向
け
た
動

き
は
、
鉄
道
事
業
者
か
ら
「
文
化
開
発
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ビ
ル
ダ
ー
」
へ
の
パ
ラ
ダ

イ
ム
シ
フ
ト
を
意
味
す
る
。

過
去
か
ら
現
在
ま
で
の
沿
線
価
値
の
蓄
積

を
評
価
し
た
う
え
で
、
未
来
の
「
あ
る
べ
き

都
市
の
生
態
系
（
エ
コ
シ
ス
テ
ム
）」
か
ら

現
在
へ
と
施
策
を
逆
算
す
る
。
こ
こ
で
は
、

地
域
企
業
、
商
店
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
、
さ
ら

に
は
他
エ
リ
ア
か
ら
の
参
画
企
業
と
い
っ
た

多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
共
に
価
値
を

創
り
上
げ
る
街
全
体
が
外
に
開
か
れ
た
共
同

体
の
よ
う
な
共
創
の
仕
組
み
が
デ
ザ
イ
ン
の

対
象
と
な
る
。
都
市
の
記
憶
を
共
有
し
な
が

ら
、
新
た
な
社
会
実
験
を
許
容
す
る
土
壌
を

つ
く
る
こ
と
。
そ
れ
こ
そ
が
、
未
来
の
グ

レ
ー
タ
ー
な
ん
ば
を
牽
引
す
る
高
度
な
デ
ザ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
交
差
さ
せ
る
こ
と
で
、
過

去
と
断
絶
し
た
無
機
質
な
再
開
発
で
は
な

く
、「
歴
史
の
連
続
性
」
を
持
っ
た
有
機
的

な
ま
ち
づ
く
り
が
可
能
と
な
る
。

第
２
章　

歴
史
の
連
続
性
を
紡
ぐ
：

フ
ォ
ー
キ
ャ
ス
ト
と
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
の

交
差
点

本
章
で
は
、
フ
ォ
ー
キ
ャ
ス
ト
と
バ
ッ
ク

キ
ャ
ス
ト
の
融
合
を
都
市
形
態
学
、
文
化
人

類
学
、
デ
ザ
イ
ン
論
の
視
座
か
ら
重
層
的
に

考
察
す
る
。

１
．
都
市
形
態
学
の
視
座
：
イ
ン
フ
ラ
ス
ト

ラ
ク
チ
ャ
ー
と
都
市
組
織
の
多
層
性

都
市
形
態
学
（U

rban M
orphology

）

の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い
て
、
都
市
は
単
な
る

平
面
で
は
な
く
、
過
去
か
ら
現
在
に
至
る

物
理
的
・
空
間
的
な
介
入
が
堆
積
し
た
「
地

層
（
パ
リ
ン
プ
セ
ス
ト
）」
と
し
て
解
読
さ

れ
る
。
な
ん
ば
周
辺
か
ら
新
今
宮
に
至
る
エ

リ
ア
は
、
旧
来
の
水
路
や
埋
め
立
て
ら
れ

た
川
の
痕
跡
と
い
っ
た
歴
史
的
ト
ポ
グ
ラ

フ
ィ
（
地
形
・
地
勢
）
の
上
に
、
鉄
道
と
い

う
近
代
イ
ン
フ
ラ
が
敷
設
さ
れ
る
こ
と
で
形

成
さ
れ
た
。
特
に
、
鉄
軌
道
や
高
架
下
空
間

と
い
っ
た
巨
大
な
物
理
的
構
造
物
は
、
都
市

を
分
断
す
る
境
界
線
で
あ
る
と
同
時
に
、
独

自
の
ス
ケ
ー
ル
感
を
持
つ
都
市
空
間
の
余
白

（
ヴ
ォ
イ
ド
）
を
生
み
出
し
て
き
た
。

フ
ォ
ー
キ
ャ
ス
ト
的
視
点
か
ら
は
、
こ
の

高
架
下
や
駅
周
辺
の
遺
構
が
持
つ
空
間
的
履

歴
を
読
み
解
き
、
既
存
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を

次
な
る
都
市
機
能
へ
と
接
続
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
一
方
で
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
的
視

点
に
お
い
て
は
、
２
０
５
０
年
を
見
据
え
た

未
来
の
流
動
性
か
ら
逆
算
し
、
こ
れ
ら
の
静

的
な
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
を
、
多
様

な
主
体
の
活
動
を
誘
発
す
る
「
生
き
た
空

間
」
へ
と
再
編
す
る
戦
略
が
不
可
欠
と
な

る
。
過
去
の
イ
ン
フ
ラ
遺
産
を
「
保
存
」
す

る
の
で
は
な
く
、
未
来
の
機
能
要
件
に
合
わ

せ
て
「
更
新
」
し
続
け
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
こ

そ
が
、
歴
史
の
連
続
性
を
担
保
す
る
。

２
．
文
化
人
類
学
の
視
座
：「
キ
ワ（
境
界
）」

と
「
ケ（
日
常
）」
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

文
化
人
類
学
的
な
視
座
か
ら
は
、
ミ
ナ

ミ
と
い
う
街
が
持
つ
特
有
の
「
混
沌
（
カ

オ
ス
）」
と
、
そ
こ
か
ら
立
ち
上
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
源
泉
を
紐
解
く
こ
と
が
で
き
る
。
大

阪
の
都
市
文
化
は
、
整
然
と
区
画
さ
れ
た
中

心
部
の
み
な
ら
ず
、
水
路
の
「
汀み

ぎ
わ

」
や
、
街

と
街
の
「
キ
ワ
（
境
界
）」
に
お
い
て
最
も

活
発
に
醸
成
さ
れ
て
き
た
。
か
つ
て
の
難
波

周
辺
に
存
在
し
た
水
脈
の
痕
跡
や
、
そ
の
周

縁
に
形
成
さ
れ
た
盛
り
場
、
さ
ら
に
は
点
在

す
る
神
社
な
ど
の
結
節
点
は
、
属
性
を
超
え

た
多
様
な
人
々
が
交
錯
す
る
場
で
あ
っ
た
。

従
来
の
ハ
レ
（
非
日
常
）
の
空
間
創
出
に

偏
重
し
た
再
開
発
と
は
異
な
り
、
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ

Ａ
Ｉ
が
射
程
に
収
め
る
べ
き
は
「
ケ
（
日

常
）」
の
内
部
構
造
を
多
層
化
す
る
こ
と
で

あ
る
。
フ
ォ
ー
キ
ャ
ス
ト
を
通
じ
て
、
こ
の

「
キ
ワ
」
で
発
生
し
て
き
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
気
配
や
、
人
間
同
士
の
澱
み
と
エ

「
グ
レ
ー
タ
ー
な
ん
ば
」
と
い
う
新
た
な
都

市
空
間
へ
と
拡
張
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

新
生
「
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
」
の
ま
ち
づ
く
り

を
紐
解
く
う
え
で
、
こ
の
圧
倒
的
な
「
歴
史

の
重
み
」
は
決
し
て
切
り
離
す
こ
と
の
で
き

な
い
重
要
な
要
素
で
あ
る
。

な
ん
ば
周
辺
エ
リ
ア
に
は
、
古
く
か
ら
多

く
の
老
舗
が
息
づ
く
商
店
街
や
演
劇
文
化
、

前
衛
芸
術
を
生
み
出
し
て
き
た
サ
ロ
ン
文
化

な
ど
、
時
代
を
超
え
て
蓄
積
さ
れ
た
多
様
な

文
化
レ
イ
ヤ
ー
が
地
層
の
よ
う
に
重
な
っ
て

い
る
。
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

こ
う
し
た
地
域
固
有
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
単
に
「
保

存
」
す
る
の
で
は
な
く
、
現
代
的
な
価
値
へ

と
共
創
的
に
「
更
新
」
し
な
が
ら
未
来
へ
つ

な
ぐ
こ
と
を
起
点
と
し
て
い
る
。

一
方
で
、
激
動
す
る
社
会
環
境
や
多
様
化

す
る
価
値
観
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
過
去

か
ら
の
延
長
線
上
だ
け
で
は
な
い
、
大
胆
な

ビ
ジ
ョ
ン
も
不
可
欠
で
あ
る
。
２
０
５
０
年

を
見
据
え
た
未
来
都
市
の
姿
や
、
次
世
代
の

街
の
担
い
手
や
来
街
者
が
ど
の
よ
う
な
環
境

を
求
め
て
い
る
の
か
。
理
想
と
す
る
持
続
可

能
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
か
ら
逆
算

し
、
今
な
ん
ば
に
必
要
な
機
能
や
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
実
装
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

新
生
「
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
」
が
挑
戦
し
て
い

る
の
は
、
こ
の
「
フ
ォ
ー
キ
ャ
ス
ト
」
と

「
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
」（
※
１
）
の
高
度
な
融

合
で
あ
る
。
歴
史
と
い
う
確
固
た
る
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
（
フ
ォ
ー
キ
ャ
ス
ト
）
を
土
台

に
持
ち
な
が
ら
、
革
新
的
な
未
来
像
（
バ
ッ

ク
キ
ャ
ス
ト
）
へ
と
向
か
う
。
こ
の
双
方
向

※１：�過去の歴史や文脈、既存の地域資源を基盤とし、現在から未来へと積み上げていく思考法を「フォーキャスト」（歴史からの積み上げ）という。一方、あるべき
未来像の都市像を描き、そこから逆算して現在すべきアクションを決定するアプローチを「バックキャスト」（未来からの逆算）という。

※２：参考文献：松田法子研究室『汀の人文史』（https://matsuda-lab.net/pages/migiwa.php）
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イ
ン
実
践
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
都
市
形
態
学
が
示
す
空
間

的
基
盤
、
文
化
人
類
学
が
紐
解
く
人
間
の
営

み
と
熱
量
、
そ
し
て
デ
ザ
イ
ン
論
が
導
く
関

係
性
の
再
構
築
と
い
う
三
つ
の
視
座
を
交
差

さ
せ
る
こ
と
で
（
表
１
）、
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ

の
ま
ち
づ
く
り
は
単
な
る
「
拠
点
の
開
発
」

か
ら
「
歴
史
の
連
続
性
を
紡
ぐ
文
化
の
創

出
」
へ
と
昇
華
さ
れ
る
。

第
３
章　
「
グ
レ
ー
タ
ー
な
ん
ば
」が
示
す

都
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
ま
ち
づ
く
り

前
章
で
論
じ
た
歴
史
の
連
続
性
（
フ
ォ
ー

キ
ャ
ス
ト
と
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
の
交
差
）

は
、
実
際
の
都
市
空
間
に
お
い
て
ど
の
よ
う

な
戦
略
と
し
て
結
実
す
る
の
か
。
本
章
で

は
、
新
生
「
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
」
が
推
進
す
る

「
グ
レ
ー
タ
ー
な
ん
ば
」
構
想
を
、
都
市
形

態
の
地
層
学
、
カ
オ
ス
文
化
の
包
摂
、
産
学

連
携
の
共
創
プ
ロ
セ
ス
、
そ
し
て
広
域
交
通

イ
ン
フ
ラ
再
編
と
い
う
四
つ
の
次
元
か
ら
読

み
解
く
。

１
．
ゲ
ニ
ウ
ス
・
ロ
キ
の
再
発
見
と
水
都
の

パ
リ
ン
プ
セ
ス
ト
（
歴
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
）

都
市
に
は
、
そ
の
土
地
固
有
の
霊
性
や
記

憶
で
あ
る
「
ゲ
ニ
ウ
ス
・
ロ
キ
（
地
霊
）」

が
宿
る
。
な
ん
ば
周
辺
の
ト
ポ
グ
ラ
フ
ィ
を

紐
解
く
と
、
か
つ
て
「
水
都
大
阪
」
を
形
成

し
て
い
た
重
層
的
な
地
形
や
海
岸
線
、
そ
し

て
上
町
台
地
か
ら
の
伏
流
水
や
、
難
波
新

川
、
高
津
入
堀
川
と
い
っ
た
堀
川
の
痕
跡
が

浮
か
び
上
が
る
。
南
海
電
鉄
の
歴
史
的
イ
ン

フ
ラ
は
、
無
機
質
な
更
地
の
上
に
構
築
さ
れ

た
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
水
脈
や
埋
め
立

て
ら
れ
た
汀み

ぎ
わ

の
記
憶
の
上
に
敷
設
さ
れ
て
い

る
。
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
の
ま
ち
づ
く
り
と
は
、

地
層
の
奥
底
に
眠
る
水
都
の
記
憶
を
掘
り
起

こ
し
、
現
代
の
都
市
イ
ン
フ
ラ
の
表
層
へ
と

接
続
す
る
試
み
で
あ
る
（
※
３
）（
表
２
）。

２
．
カ
オ
ス
文
化
の
包
摂
：「
ブ
リ
コ
ラ
ー

ジ
ュ
」（
※
４
）
に
よ
る
都
市
開
発

現
代
の
都
市
開
発
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
に
準
拠
し
た
均
質
化
・
標
準
化

の
罠
に
陥
り
が
ち
で
あ
る
。
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆

ビ
ル
ド
に
よ
る
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
は
、
清
潔
で
合
理
的
な
空
間
を
生
む

一
方
で
、
街
か
ら
固
有
の
文
脈
や
陰
影
を

奪
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
に
対
し
、
な
ん
ば
・

道
頓
堀
・
日
本
橋
・
新
世
界
・
新
今
宮
エ
リ

ア
に
息
づ
く
の
は
、
伝
統
文
化
と
サ
ブ
カ
ル

チ
ャ
ー
が
路
地
裏
の
界
隈
に
入
り
乱
れ
る
本

物
の
カ
オ
ス
（
混
沌
）
文
化
で
あ
る
。
Ｎ

Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
が
掲
げ
る
「
グ
レ
ー
タ
ー
な

ん
ば
」
構
想
か
ら
展
開
す
る
共
創
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「M
AD

E in G
REATER N

AM
BA

」（
※

5
）
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
各
エ

リ
ア
内
で
共
創
的
に
創
造
さ
れ
る
コ
ト
や
モ

ノ
に
対
し
て
、
エ
リ
ア
内
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
ピ
ー
ア
ー
ル
さ
れ
て

い
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ

ら
の
生
き
た
コ
ン
テ
ン
ツ
群
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
さ
れ
た
ア
イ
コ
ン
と
な
り
増
殖
し
て
い

く
。
こ
の
試
み
は
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
表
出
さ
せ
、
グ
レ
ー

タ
ー
な
ん
ば
の
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
と
帰
属
意
識

を
醸
成
さ
せ
、
混
沌
を

排
除
す
る
の
で
は
な

く
、
既
存
要
素
を
再
顕

在
化
し
、
新
し
い
要
素

も
加
味
し
て
編
み
直
す

と
い
う
新
た
な
価
値
を

創
造
す
る
レ
ヴ
ィ
＝
ス

ト
ロ
ー
ス
の
「
ブ
リ
コ

ラ
ー
ジ
ュ
」
の
実
践
に

ほ
か
な
ら
な
い
。

３
．
産
産
学
民
連
携

を
通
じ
た
共
創
（C

o-
creation

）
の
プ
ロ
セ

ス
こ
の
ブ
リ
コ
ラ
ー

ジ
ュ
の
実
践
に
お
い

て
、
不
可
欠
な
の
が
外

部
の
「
知
」
と
の
接
合

で
あ
る
。
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ

Ｉ
は
、
大
阪
芸
術
大
学
や
大
阪
公
立
大
学
等

の
大
学
研
究
機
関
や
多
様
な
企
業
、
市
民
と

の
産
産
学
民
連
携
を
通
じ
て
、
先
に
紹
介
し

た
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
施
策
へ
の
社
会

実
装
ア
イ
コ
ン
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
グ
レ
ー

タ
ー
な
ん
ば
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
ン
グ
キ
ャ
ラ
バ

ン
」（
※
6
）
と
い
う
「
学
び
」
の
コ
ン
テ

ン
ツ
が
各
エ
リ
ア
を
越
境
し
な
が
ら
巡
っ
て

い
く
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
物
理
的
な
ハ
コ
モ
ノ
を
整
備
す
る
の

で
は
な
く
、
老
舗
な
ど
を
歴
史
的
ノ
ー
ド

（
結
節
点
）
と
読
み
解
き
、
そ
の
場
所
を
舞

台
に
、
文
化
開
発
コ
ン
テ
ン
ツ
を
リ
レ
ー
形

式
で
巡
回
さ
せ
グ
レ
ー
タ
ー
な
ん
ば
を
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
す
る
ソ
フ
ト
主
導
の
社
会
実
験

で
あ
る
。
街
の
担
い
手
と
し
て
研
究
者
、
学

生
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
や
企
業
が
街
の
文
脈
を

再
発
見
し
街
の
老
舗
群
、
新
し
い
店
舗
や

住
民
、
来
街
者
を
巻
き
込
ん
で
、
未
来
へ

の
関
係
人
口
へ
と
育
て
上
げ
る
共
創
（Co-

creation

）
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。

※３：�これを一度文字を消して上書きした羊皮紙「パリンプセスト」になぞらえるならば、NANKAI のまちづくりとは、地層の奥底に眠る水都の
記憶を掘り起こし、現代の都市インフラの表層へと接続する試みである。

※４：手元にある材料を組み合わせて作ること。
※ 5・6：�「MADE in GREATER NAMBA」と「グレーターなんばヴィレッジングキャラバン」はともに筆者による構想段階のプロジェクトである。

表 1 　学術的視座に基づくフォーキャストとバックキャストの統合マトリクス
学術的視座 フォーキャスト（歴史的蓄積・文脈の抽出） バックキャスト（未来像からの逆算・再定義）

都市形態学
（Urban Morphology）

歴史的トポグラフィ（旧水路、埋立地）やイ
ンフラの痕跡を読み解き、空間の履歴と都
市組織のレイヤーを評価する。

未来の都市動態から逆算し、高架下などの既
存の物理的構造物を、新たな流動性を生む動
的な空間へと再編する。

文化人類学
（Cultural Anthropology）

「汀」や「キワ（境界）」に生じる混沌とした
エネルギー、および「ケ（日常）」における
人々の営みと気配を抽出する。

多様な人々が越境し交錯する「現代のサロ
ン・盛り場」を再定義し、未来の文化創出を
誘発する人間関係を再実装する。

デザイン論
（Design Theory）

地域が持つ固有のアイデンティティや、これ
までの企業活動が蓄積してきた無形資産

（アフォーダンス） を言語化する。

持続可能な共創社会のビジョンを描き、産学
官民が連携する「文化開発のプラットフォー
ム」をトランジション・デザインする。

表 2 　南海電鉄と水都大阪の空間的変遷（パリンプセスト構造）

時代区分 地形・水脈の記憶 （基層のゲニウス・ロキ） 都市インフラの展開と再定義
（表層のパリンプセスト）

江戸・明治期
上町台地西縁の伏流水、道頓堀・難波新川な
どの水路網。水運の要衝と「汀」に発生した
多様な盛り場文化。

1885 年、阪堺鉄道が開業し難波停車場が設
置される。水運から陸運（鉄道）への一大パ
ラダイムシフトの端緒。

昭和・平成期
都市化に伴う堀川の埋め立てと暗渠化。水都
の記憶が地中に沈み、陸上交通と商業機能が
極度に密集する。

ターミナルビルの巨大化、なんばパークス等
の立体開発。高架下空間がミナミのディープ
な商いの受け皿となる。

現代・未来
（新生 NANKAI）

埋め立てられた「汀」の気配を、人と人が交
錯・越境する現代の「界隈」の繋ぎ目として
精神的に復権させる。

インフラを単なる「線」ではなく「面」の文
化開発基盤（グレーターなんば）として再定
義。街の余白をネットワーク化。
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４
．
な
に
わ
筋
線
開
業
を
見
据
え
た
戦
略
的

マ
ト
リ
ク
ス
：
ハ
ブ
化
の
機
会
と
リ
ス
ク

２
０
３
１
年
春
の
開
業
が
予
定
さ
れ
る

「
な
に
わ
筋
線
」
は
、
梅
田
（
キ
タ
）
や
新

大
阪
エ
リ
ア
と
直
結
し
、
関
西
国
際
空
港
へ

の
ア
ク
セ
ス
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
る
。
こ

れ
は
な
ん
ば
に
と
っ
て
広
域
ハ
ブ
と
し
て
の

地
位
を
強
固
に
す
る
一
方
で
、
単
な
る
乗
り

換
え
の
「
通
過
点
」
に
転
落
す
る
リ
ス
ク

（
ス
ト
ロ
ー
現
象
）
を
は
ら
ん
で
い
る
。
な

ん
ば
を
単
な
る
交
通
ハ
ブ
か
ら
「
次
世
代

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
文
化
拠
点
化
」
へ
と
昇
華
さ

せ
る
た
め
に
は
、
産
学
連
携
の
み
な
ら
ず
、

多
様
な
企
業
と
の
「
産
産
連
携
」
に
よ
る
新

サ
ー
ビ
ス
の
社
会
実
装
テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
と
し

て
の
機
能
が
不
可
欠
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
沿

線
住
民
に
と
っ
て
の
「
な
ん
ば
」
を
、
買
い

物
や
通
勤
と
い
っ
た
単
一
目
的
の
街
か
ら
、

学
び
、
交
流
し
、
創
造
す
る
「
多
様
な
来
街

目
的
を
持
つ
街
」
へ
と
変
容
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
。

と
り
わ
け
関
係
人
口
の
増
加
に
お
い
て
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
層
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の

転
換
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
求
め
ら
れ
る

の
は
、
世
界
中
か
ら
高
度
な
知
的
好
奇
心
を

持
つ
層
（
イ
ミ
消
費
層
）
を
呼
び
込
み
、
な

ん
ば
の
本
物
の
歴
史
的
文
脈
や
カ
オ
ス
文
化

に
深
く
接
続
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。「
非
日

常
の
観
光
」
か
ら
「
深
い
日
常
へ
の
参
画
」

へ
の
移
行
を
新
た
な
ナ
イ
ト
カ
ル
チ
ャ
ー
コ

ン
テ
ン
ツ
も
含
め
て
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
こ

そ
が
、
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
の
「
グ
レ
ー
タ
ー
な

ん
ば
」
構
想
が
提
示
す
る
真
の
国
際
的
共
創

環
境
と
言
え
る
。

第
４
章　

都
心
か
ら
沿
線
へ
波
及
す
る

共
創
環
境
の
構
築
と
未
来
へ
の
展
望

１
．「
グ
レ
ー
タ
ー
な
ん
ば
」
を
起
点
と
す

る
沿
線
価
値
の
再
定
義
と
波
及
効
果

第
３
章
で
論
じ
た
よ
う
に
、
な
に
わ
筋
線

の
開
通
は
、
ス
ト
ロ
ー
現
象
に
よ
る
都
市
の

空
洞
化
リ
ス
ク
と
い
う
脅
威
を
内
包
す
る
一

方
で
、
な
ん
ば
エ
リ
ア
を
次
世
代
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
文
化
拠
点
化
へ
と
昇
華
さ
せ
る
、
鉄
道

事
業
者
に
と
っ
て
の
千
載
一
遇
の
戦
略
的
契

機
で
も
あ
る
。
こ
の
広
域
ハ
ブ
と
し
て
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
都
心
部
と
い
う
「
点
」
に
留

め
置
く
の
で
は
な
く
、
南
海
電
鉄
沿
線
全
体

と
い
う
「
線
」
お
よ
び
「
面
」
へ
と
力
強
く

波
及
さ
せ
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
広
域
的

都
市
デ
ザ
イ
ン
に
お
け
る
至
上
命
題
で
あ

る
。「
グ
レ
ー
タ
ー
な
ん
ば
」
構
想
の
各
試

み
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
カ
オ
ス
文
化
の

圧
倒
的
な
熱
量
は
、
沿
線
地
域
へ
と
染
み
出

す
こ
と
で
、
画
一
的
で
無
機
質
な
郊
外
開
発

と
は
明
確
に
一
線
を
画
す
、
固
有
か
つ
持
続

性
の
あ
る
「
沿
線
文
化
」
を
再
構
築
す
る
強

力
な
原
動
力
と
な
る
。

２
．
産
産
学
民
連
携
を
基
盤
と
す
る
共
創
エ

コ
シ
ス
テ
ム
の
社
会
実
装

都
心
か
ら
沿
線
へ
の
波
及
を
具
現
化
す
る

た
め
の
推
進
エ
ン
ジ
ン
と
な
る
の
が
、
強
固

な
共
創
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
で
あ
る
。
産

産
学
民
連
携
を
強
固
な
基
盤
と
し
、
Ｎ
Ａ
Ｎ

Ｋ
Ａ
Ｉ
、
多
様
な
企
業
、
そ
し
て
大
学
（
学

生
）
が
都
市
デ
ザ
イ
ン
共
創
チ
ー
ム
を
形
成

し
、
地
域
の
歴
史
的
文
脈
や
未
利
用
空
間
へ

と
直
接
的
に
介
入
し
て
い
く
。
こ
れ
に
よ

り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
む
多
様
な
来
街
者

に
対
し
て
、
単
な
る
一
過
性
の
消
費
に
と
ど

ま
ら
な
い
、
よ
り
高
度
で
文
脈
に
根
ざ
し
た

「
高
次
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
提
供
が
可

能
と
な
る
。
こ
の
デ
ザ
イ
ン
論
的
視
座
に
基

づ
く
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
来
街
者
自
身
を
ま
ち

づ
く
り
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
巻
き
込
み
、

共
に
文
化
を
創
り
上
げ
る
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も

の
を
無
形
の
資
産
（
価
値
）
へ
と
昇
華
さ
せ

る
戦
略
で
あ
る
。

３
．
鉄
道
事
業
に
お
け
る
「
文
化
と
経
済
の

好
循
環
」
の
デ
ザ
イ
ン

こ
う
し
た
共
創
エ
コ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
文

化
の
「
創
造
的
循
環
」
は
、
鉄
道
事
業
者
に

と
っ
て
不
可
欠
な
「
経
済
の
好
循
環
」
と
両

輪
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
従
来
の
人
口
増
加

を
前
提
と
し
た
「
ハ
コ
モ
ノ
開
発
と
輸
送
人

員
の
増
加
」
と
い
う
画
一
的
な
鉄
道
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
は
限
界
を
迎
え
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
の
成
熟
社
会
に
お
い
て
鉄
道
事
業
者
に
求

め
ら
れ
る
の
は
、
地
域
特
有
の
「
文
化
」
を

資
本
と
し
て
育
て
る
こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば
文
化
的
な
魅
力
と
共
創
環
境
（
コ

ト
・
イ
ミ
の
創
出
）
が
整
備
さ
れ
る
こ
と

で
、
世
界
や
日
本
中
か
ら
高
度
な
知
的
好
奇

心
を
持
つ
関
係
人
口
（
イ
ミ
消
費
層
）
が
継

続
的
に
流
入
す
る
。
彼
ら
が
地
域
に
滞
在

し
、
学
び
、
活
動
す
る
プ
ロ
セ
ス
が
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
や
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
し
、
沿
線

不
動
産
の
価
値
向
上
、
ひ
い
て
は
多
様
な
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
定
着
（
居
住
・
就
業
）
と

い
う
「
強
靭
な
経
済
価
値
」
へ
と
変
換
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
が
文
化
開

発
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
し
「
土

壌
」
を
豊
か
に
す
る
こ
と
で
、
そ
こ
に
芽
吹

く
多
様
な
経
済
活
動
か
ら
中
長
期
的
な
リ

タ
ー
ン
を
得
る
と
い
う
、
次
世
代
鉄
道
事
業

者
な
ら
で
は
の
持
続
可
能
な
成
長
モ
デ
ル
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
好
循
環
が
発
展
的
に
持

続
す
る
た
め
の
文
化
と
経
済
の
接
点
が
ど
の

よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
経
済
循
環
を
生
み

出
し
て
い
く
方
法
論
の
解
説
は
紙
面
の
都
合

で
別
の
機
会
へ
譲
る
こ
と
に
す
る
。

４
．
カ
オ
ス
を
包
摂
す
る
文
化
エ
コ
シ
ス
テ

ム
の
拡
張
に
向
け
て

「
グ
レ
ー
タ
ー
な
ん
ば
」
構
想
の
真
の
目

的
は
、
な
ん
ば
を
中
心
と
し
た
各
エ
リ
ア
の

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
性
を
伴
っ
た
相
互
送
客
を

実
現
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
と
ど
ま
ら

ず
、
沿
線
と
い
う
「
線
」、
さ
ら
に
は
広
域

な
「
グ
レ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ミ
」
と
い
う
「
面
」

へ
と
広
が
る
、
重
層
的
な
文
化
の
エ
コ
シ
ス

テ
ム
と
経
済
の
好
循
環
を
構
築
す
る
こ
と
に

あ
る
。
最
後
に
、
な
に
わ
筋
線
開
通
を
起
爆

剤
と
し
、
大
阪
特
有
の
文
化
を
戦
略
的
に
包

摂
し
な
が
ら
多
様
な
主
体
が
交
わ
る
こ
と

で
、
な
ん
ば
と
沿
線
地
域
は
世
界
に
類
を
見

な
い
「
共
創
の
舞
台
」
へ
と
進
化
を
遂
げ

る
。
歴
史
の
連
続
性
と
未
来
の
社
会
実
験
が

高
度
に
融
合
す
る
こ
の
実
践
は
、
単
な
る
沿

線
開
発
の
枠
を
超
え
、
こ
れ
か
ら
の
成
熟
社

会
に
お
い
て
鉄
道
事
業
者
が
牽
引
す
べ
き

「
新
た
な
都
市
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
確

固
た
る
雛
形
と
な
る
で
あ
ろ
う
。


